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生活保護受給者の個人情報漏えいについて 
 

 生活保護受給者の扶養義務者に対して、郵送による扶養に関する意思確認の調査を行った際、誤っ

て別の生活保護受給者の氏名等が記載された文書を同封する事案が１件発生しました。 

 

記 

 

１ 事案の概要 

  可茂県事務所福祉課職員が、生活保護受給者の扶養義務者に対して、郵送による扶養に関する意 

思確認の調査を行った際、本来、空欄の回答書類を送付すべきところ、住所、氏名、続柄を回答書

類に記載の上、別の生活保護受給者に誤って送付した。 

 郵送にあたっては、担当職員が依頼文と回答書類を封筒に封入し、別の職員が内容物のチェック

を行っていたが、添付の回答書類に個人情報が記載されていたことを見落とした。 

   

２ 経緯 

  ○３月２９日（金） 

生活保護受給者Ａに係る扶養義務者１名（Ｘ）、生活保護受給者Ｂに係る扶養義務者２名

（Ｙ、Ｚ）に、依頼文書と回答書類の２枚を送付。              

  ○４月 ２日（火）  

・13時 30分ごろ、Ａから、「娘（Ｘ）が、全く知らない人の名前（Ｂ）が入った文書が送られ

てきたと持ってきたので、返信用封筒で送り返した」と入電。 

・可茂県事務所にて決裁書類を確認したところ、Ｘには白紙の回答書類、Ｙ、ＺにはＢの名前

等が入った回答書類となっていたことが判明し、ＸとＹ又はＺの２者間で回答書類の入れ違

いによる誤送付が起こったと認定し、Ａに謝罪。 

   ・18時 40分ごろ、可茂県事務所福祉課職員がＢ宅を訪れ、顛末を説明し、謝罪。  

  ○４月 ３日（水） 

    同日に取り扱ったＢの扶養義務者２名のうちＹ宅を訪問し、送付書類を直接確認したとこ

ろ、Ｘに送付するはずであった白紙の回答書類が同封されていたことから、Ｘ、Ｙ間で入れ

替わっていたことを確認。  

  ○４月 ４日（木） 

Ｘに送付した書類を、可茂県事務所にて回収。 

 

３ 現在の状況  

 現時点までに、本件に起因する個人情報の不正利用やトラブルは確認されていない。  

   

４ 今後の対応について 

外部への書類の送付にあたっては、送付書類に不要な個人情報を記載しないよう徹底するととも

に、不要な個人情報が記載された書類が混入していないかの確認を徹底する。 
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